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１．１．１．１．    はじめにはじめにはじめにはじめに 

 私はこれまで、科学史・技術史の分

野で研究してまいりました。特に、１

９３０年代初頭にカルフォルニア大学

の 物 理 学 者 Ernest  O.Lawrence 
(1901~58)が発明した、原子核研究の

一手段である加速器サイクロトロンの

開発過程を調べてきました。同時にま

た、このサイクロトロンが諸外国にお

いてどのように開発されてきたかも、

調べてきました（注１）。これらの研究

は、サイクロトロンこそが巨大科学の

起源ではないかと考える私の問題関心

からなされたものです。 
今はまだ暫定的にですが、巨大科学

の特徴は次の 3 点にまとめられるので

はないかと考えております。①先端技

術を駆使する装置の開発―研究現場と

企業の技術開発との連携、②莫大な研

究資金―軍や政府との研究契約や、巨

大財団などからの投資の呼び込み、③

研究者の組織化・作業場内分業の徹底

―プロジェクトやチームを離れて、研

究者は研究継続が不可能となります。

こうした巨大科学の特徴から、私が一

番大切なものと考えているのが③であ

り、それは研究者自身の自立性の喪失

の問題です。「科学とは人類の知的遺

産」と考えている私は、①から生ずる

産学共同、②から生ずる軍学共同、そ

の結果、生ずるだろう企業機密や軍事

機密が科学研究の現場を覆うことを大

変危惧してもおります。科学が人類の

知的遺産でありうるためには、いつで

も、誰でもその新しい知見に接するこ

とのできる公開の原則が大前提です。

しかし、この大前提は研究者自身の意

志だけでは実現できず、科学者でもな

い技術者でもない市民の意志が必要不

可欠と考えております。なぜなら、企

業機密や軍事機密と真っ向から対立す

る研究成果の公開です。研究者自身の

自立性が喪失されているような科学研

究の現場から声があがるとは、考えに

くいのではないでしょうか。巨大科学

がいかなる条件に置かれるべきかを真

剣に考えることは、それは科学をいか
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なるものとしてとらえるかという科学

観によっても規定されておりますが、

市民一人一人の責務であろうと私は考

えております。市民の力なしには、人

類の知的遺産としての科学が存続不可

能であるからです。 
２． 科学研究開発局との研究契約：科学研究開発局との研究契約：科学研究開発局との研究契約：科学研究開発局との研究契約：    

１９４５年６月３０日現１９４５年６月３０日現１９４５年６月３０日現１９４５年６月３０日現在在在在（注

2） 
 
・・・・・以下、省略／・・全体は、

会員に配布しています。お読みなりた

い方は、入会ください。 

 

2015 年５月 30~31 日 大阪市立大学にて第６

２回日本科学史学会の年回総会が開催された。 
今回の同学会年会にはいくつかの顕著な特徴

がみられた。 
 一つには、シンポジウムが大会主催者企画

のものと一般企画のもの併せて以下のように

６本と多かったことである。 
主催者側の記念シンポとして、    

*「科学者と経営者の倫理と社会的責任」、 
一般シンポとして 
 *「ラッセル・アインシュタイン宣言」60 年：

ビキニ事件と冷戦期科学者 
  *脱成長時代の日本の科学技術と社会 

*渋川春海没後 300 周年：渋川春海研究の新

展開に向けて 

*戦後日本の大学における物理系の学術研

究体制を考えるー名古屋大学・物

理学教室の科学・思想・制度・運

営― 
*原発事故後の放射線健康影響問題～福島

県での小児甲状腺がん多発とチ

ェルノブイリの歴史的教訓** 
 
これらは、シンポのタイトルが示すように、

現代における科学者の課題を社会や倫理との

関連でとらえるものが多く、科学史研究者は

現代社会の社会的政治的課題に対して、どの

ような立ち位置で対峙しているのかを鋭く問

うものが多く、示唆に富むものであったとい

えよう。 
 もう一つの特徴は、限定報告数ではあるが

若手の報告に、一般報告より長時間を割り当

て、討論重視の場を設けたことである。限ら

れた時間内で意を尽くすことも学会発表には

求められるが、他方、学会の機能として、議

論や研究の多面的な発展の場をつくることも

重要であり、今回の試みが意欲的であったこ

とを評価したい。（木本記） 

 
 シンポシンポシンポシンポ    「「「「名古屋大学物理学教室の科学・・・学術研究体名古屋大学物理学教室の科学・・・学術研究体名古屋大学物理学教室の科学・・・学術研究体名古屋大学物理学教室の科学・・・学術研究体

制」でのパネリスト制」でのパネリスト制」でのパネリスト制」でのパネリスト    と益川敏と益川敏と益川敏と益川敏英氏英氏英氏英氏    

 
2015 年度年度年度年度    第第第第 62 回日本科学回日本科学回日本科学回日本科学

史学会年会の所感・感想史学会年会の所感・感想史学会年会の所感・感想史学会年会の所感・感想 
                                 

奥田 謙造・・略・・ 

科学史技術史の動向科学史技術史の動向科学史技術史の動向科学史技術史の動向 

2015 年度日本科学史学会年会年度日本科学史学会年会年度日本科学史学会年会年度日本科学史学会年会 

 


